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要   旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市長は自衛官の新規募集に関して、対象者となる18 歳及び22 歳の市民の個人情報を記載した名簿を

自衛隊に一括提供しようとしています。 
自衛隊は今、アメリカ軍と一体となり、戦争に巻き込まれる危険性が高まっています。 
高校、大学の卒業生の 18 歳及び22 歳の市民は約３万人いますが、名簿の一括提供を毎年続けること

は、結局、市民全員の名簿を防衛省、自衛隊に集約させることになり、徴兵制への地ならしです。 
プライバシーの権利は、憲法で守られている私たちの大切な権利です。 
市民の個人情報は市長のものではありません。 
市長は、市民の個人情報を本人の許可なく勝手に渡さないでください。 
首相は、全国の６割の自治体が、プライバシーを保護する観点から本人の同意がなければ情報提供を

行っていない現状を嘆きましたが、その中で本市が一括して提供することは、市長が市民の福祉のため

ではなく首相に擦り寄り、こびを売る市長であることを公に示すことになります。 
例えば、神奈川県三浦郡葉山町は、以前は名簿の一括提供を行っていましたが、改めて町として、法

的な調査検討を行った結果、法律上、一括提供しなければならない根拠が見いだせないとの結論を得て、

一括提供をやめ、閲覧に切り替えました。 
市長は、市民の福祉の実現のための市政に向かって努力する姿勢に立ち返ってください。 
よって、以下の事項を請願します。 

 
１．自衛隊へ18歳及び22歳の市民の個人情報を記載した名簿の一括提供を行わないこと。 
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